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Ⅰ-1 平成 16 年度事業の経緯と経過 
 
 オープンリサーチセンター整備事業への
申請と QOL 研究機構の設立について 
 九州保健福祉大学は、現代において深刻と
なっている高齢者社会と福祉制度の問題に対
応し、必要とされる保健・医療・福祉の高度
な教育と人材の育成という社会的要請に伴い、
平成 11 年に社会福祉学部・保健科学部の 2
学部 6 学科構成で開設した。さらに平成 15
年からは、東九州地区における薬剤師養成機
関の必要性から、薬学部を新規開設した。 
 このように教育機関として各学部の整備を
進めていく一方、延岡市を中心とする宮崎県
北部地域を核とした機関との連携活動は、開
学当初から実施しており、行政機関はもちろ
んの事、延岡市に事務局を置く「大学おうえ
ん協議会」や、社会福祉協議会・薬剤師会と
は常に密接な関係を保ってきた。この事は講
演・シンポジウム・市民大学講座等の共同で
の開催・協力、諸政策にかかわる調査・立案
への本学教員の協力、地域の専門家との研究
会、さらには障害者の自立支援といった実際
的な側面においても一定の役割を果たしてい
る点にまで及んでいる。 
 以上のような背景から、地域との関係性を
軸にしながら、一方ではさらに保健・医療・
福祉分野における幅広い分野の問題解決を目
指した研究活動を推進する拠点の設立が九州
保健福祉大学に希求された。 
 このような研究拠点設立への期待が内外か
らあって、下記、クオリティ･オブ･ライフ(以
下、QOL)研究機構を構想するに至った。 
 文部科学省のオープンリサーチセンター整
備事業は「学外の幅広い人材を受け入れたり、
研究成果等を広く公開するなど、オープンな
体制の下で行なわれるプロジェクトの実施に
必要な研究施設、研究装置・設備の整備に対
し、重点的かつ総合的支援を行なう」もので
あり、本学での地域の関係性を軸とした研究
拠点のニーズと合致した。この事から、本学
は同整備事業へ申請し、QOL 研究機構を設立
する事となった。 
 
  研究目的と意義 
 九州保健福祉大学 QOL 研究機構の設立は、
世界保健機構(以下、「WHO」)によって提唱さ
れた健康に関する国際的共通概念である「国
際 生 活 機 能 分 類  ICF(International 
Classification of Functioning, Disability 
and Health)」をもとに、より具体的な「生活
の質 QOL(Quality of Life)」の向上に関わ
る研究を推進し、地域の QOL 向上を目指して
いく事を目的としている。 
 ICF は人間の生活機能と障害に関して、ア
ルファベットと数字を組み合わせた方式で分
類するものであり、人間の生活機能と障害に
ついて「心身機能・身体構造」「活動」「参加」
の 3 つの次元、及び、それらの次元に影響を
及ぼす「環境因子」等で構成されており、約
1,500 項目にも分類されている。 
 この分類法は、身体・精神的機能障害によ
り社会的不利を分類する考え方が中心であっ
た従来の観点に対して、「生活機能」「環境因
子」等に基づく肯定的・否定的な側面を打ち
出し、人の健康に関する全ての側面を分類す
る事で、健康状況と健康関連状況、結果、決
定因子を理解し、研究するための科学的な基
礎が提供される事になった。 
  ICF を活用する事によって、障害や疾病を
持った人やその家族、保健・医療・福祉等の
幅広い分野の従事者が、相互に障害や疾病の
状態についての共通理解をもつ事、障害者に
向けたサービスを提供する施設や機関などで
行われるサービスの計画や評価、記録などの
実際的な方法の提供、さらには障害者に関す
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る様々な調査や統計について比較検討する標
準的な枠組みの提供が可能となる。 
  しかしながら、ICF の具体的な活用のあり
方については、WHO においても未だ検討が進
められている段階にあり、研究事業を通して、
効果的な活用方策を検討する事が強く求めら
れている。 
  QOL 研究機構はこのような視点に基づき、
人の健康に関する全ての側面を研究対象とし、
地域社会の「生活の質 Quality of Life」の
向上に資する研究を重点的に行い、研究成果
に基づいて、より具体的な活用方策を提案す
る事によって、「地域」を基点としながらも、
広く我が国全体の QOL の向上に貢献していく
事を目的とする。   
 
  QOL 研究機構の構成と各研究所の研究活動
について 
 本学 QOL 研究機構は、教育活動を行なう社
会福祉学部・保健科学部・薬学部の 3 学部を
基底とした、社会福祉学研究所・保健科学研
究所・薬学研究所の 3 研究所から構成され、
これら研究所を統括した上部組織として存在
する。QOL 研究機構の運営は各研究所及び大
学事務局からなる運営委員会によって構成さ
れている。 
 各研究所に所属する研究員は基本的に各学
部教員から構成されているが、後に述べるよ
うに、外部研究者の受け入れや若手研究者の
育成も積極的に行なう予定である。 
 現在、各研究所単位で、以下の 3 つの研究
プロジェクトを推進している。 
 
プロジェクト 1：地域生活行動(活動と参加)
支援モデルの研究開発(社会福祉学研究所) 
健康的な地域生活のあり方という視点からの
研究を展開する。特に、高齢者、障害児・者
をモデルにその行動特性を分析・評価し、生
活環境の整備を含めた生活支援モデルの形成
を行う。 
プロジェクト 2：健康と生活機能向上のため
の支援システム及び訓練技術開発(保健科学
研究所) 
生活機能とその障害という視点から研究を展
開する。主として身体機能、言語聴覚機能、
視覚機能の側面に対する相談(アドバイス)・
訓練技術の開発と、それに基づく生活機能向
上支援システムの開発を行う。 
 
プロジェクト 3：薬物の副作用による QOL 低
下に対処する薬学の視点からの支援法の開発
(薬学研究所) 
生活習慣病の予防と治療という視点から研究
を展開する。主として、高齢化に伴って増大
が予測される神経系の疾患や循環という器疾
患を対象として、その発生メカニズムの追求
と薬物的作用の検証を行う。 
 
 以上の研究プロジェクトは、各々の学問的
観点から ICF に基づく人の生活機能向上を統
一的な研究目標としており、個々の研究所が
独立した組織的構成を保つ一方で、相互的な
関連性を持った協同的な研究を推進していく
事を研究スタンスの主要な柱に置いている。
これら研究活動と研究成果を基盤として、地
域住民・地域社会への貢献、社会的・経済的
観点を視野に入れた応用的研究を推進すると
ころに本研究機構の役割があるのは言うまで
もない。 
 この事は各研究プロジェクト相互による、
研究評価の可能性と同時に、研究機構として
の統合研究成果(福祉政策提言、地域社会福
祉モデルの提言)を容易にする、本研究プロ
ジェクトの最大の特色である。 
 また、地域社会を研究フィールドに据えた
実証的調査研究をもとに評価基準・生活機能
支援モデルを構築し、これらを成果として、
相談活動、公開講座、研修会、シンポジウム
といったさまざまな普及啓蒙活動へも還元を
はかる。この事を通して地域社会全体の QOL
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向上の実現を図り、その成果に基づいて国内
外にも支援モデルを展開していくというスタ
ンスは、当機構の大きな役割として位置付け
られよう。 
 QOL 研究機構は、社会福祉学研究所・保健
科学研究所・薬学研究所の 3 研究所を統括し、
有機的・効率的に機能させるために 3 つの研
究所を同一施設内に設置している。 
 組織的には、研究活動と研究機構の運営の
両面を全体的に統括・マネージメントする機
構長と、各研究所を統括する所長を配置して
いる。 
 研究機構及び各研究所には研究事務担当を
置き、さらに大学事務局・法人学外連携推進
室を含めた運営委員会を設置し、研究機構の
円滑な運営と各研究所の連携をはかっている。
各研究所には研究員を配しており、プロジェ
クト研究を遂行している。研究員は基本的に
本学教員があたるが、本機構の研究活動が地
域との連携を軸にしているという性格を鑑み、
公共機関及び外郭団体・企業といった外部機
関等に所属する研究者をプロジェクト内に受
け入れ、その効率化を図る事を計画している。
さらに若手研究者をプロジェクトにおいて一
定の役割を負わせ、彼等の育成を考えている。 
 研究活動の具体的な運用と成果の公表にあ
たっては、文部科学省における「研究及び開
発に関する評価指針」(平成 14 年 6 月 20 日)
に従い、研究開発に対する評価ルールを策定
し、各研究プロジェクトにおける評価を厳密
に行い、成果とその評価を同時に公表してい
く責任を果たす。但し、研究過程における論
理上の問題は重要な課題でもある事から、各
研究所の情報開示にあたっては、研究機構が
本学倫理委員会とも協議しながら内容の検討
にあたる。 
 
平成 16 年度の事業について(経過) 
 平成 16年度は本事業開始と同時に研究体制
の確立、研究施設の建設を推進した。研究体
制の確立と運営については上述したが、研究
施設については、年度当初から建設計画を開
始、平成 16 年 7 月に着工、平成 17 年 2 月に
竣工に至った。この間、既に当研究機構での
活動は開始されており、研究成果については、
本書の第Ⅰ章中の各研究所の活動及び第Ⅱ章
に詳細を譲る。 
 ここでは本研究機構主催のシンポジウム等
企画について記述する。 
 
 
2004 年 6 月 19 日(土) 
『QOL 研究機構発足記念講演会・シンポジウム』 
開催場所：九州保健福祉大学 F 講義棟 
主催：九州保健福祉大学 QOL 研究機構 
共催：宮崎県作業療法士会 
後援：延岡市、延岡市教育委員会、延岡商工
会議所、延岡市社会福祉協議会、大学おうえ
ん協議会 
 
開催内容 
特別講演｢痴呆性高齢者のケアとリハビリテ
ーション～スウェーデンの現状と今後の課題
～」 
講師 インゲ・ダーレンボルグ女史 
（Inge Dahlenborg スウェーデン 作業療法士） 
 
シンポジウム「延岡における痴呆性高齢者ケ
アの現状と今後の展開を考える｣ 
医師の立場から岡村 公子氏（岡村病院） 
薬剤師の立場から平井 正巳氏（九州保健福
祉大学薬学部） 
作業療法士の立場から小川 道子氏（介護老
人保健施設エクセルライフ） 
行政の立場から一湊 美智子氏（延岡市役所
介護保険課） 
コーディネーター 
塚口 伍喜夫氏（九州保健福祉大学社会福祉
学部） 
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 写真 1:インゲ・ダーレンボルグ 女史の講演 
 
 
 
2004 年 11 月 6 日(土) 
シンポジウム『いきいき人生をきずくために
－九州保健福祉大学のめざす QOL(クオリテ
ィ・オブ・ライフ)－』 
開催場所：九州保健福祉大学 
主催：九州保健福祉大学 QOL 研究機構 
 
開催趣旨 
クオリティ・オブ・ライフ(QOL)の定義に
ついては、医学・社会心理学・社会福祉学と
いったさまざまな分野で、個別の解釈がある。
例えば心理的な満足感から評価する場合や、
日常生活の基本動作(Activities of Daily 
Living)から評価する場合、さらには同じ分
野であっても実際の医療・福祉の現場におけ
る評価法すら一様ではない。 
このような状況を踏まえながらも、本、九州
保健福祉大学QOL研究機構として目指すべく、
「クオリティ・オブ・ライフ」についての指
針を検討し、明確にしていく必要がある。 
このシンポジウムでは、本研究機構の目標と
する「クオリティ・オブ・ライフ」の可能性
と将来像について考えていきたい。 
 
 
開催内容 
基調講演「QOL(クオリティ・オブ・ライフ)
とはなにか」 
福本  安甫氏(九州保健福祉大学保健科学研
究所・保健科学部) 
 
発 表 
1) 「ヘルスプロモーションからみた QOL～健
康のべおか 21 を例として」 
三浦 宏子 氏(九州保健福祉大学保健科学研
究所・保健科学部) 
2) 「高齢者の QOL を高める要因を探る」 
波多野 義郎 氏(九州保健福祉大学社会福祉
学研究所・社会福祉科学部) 
3) 「リウマチ患者の QOL 向上を目指した薬
剤師による攻めの薬物投与法」 
高村 徳人 氏(九州保健福祉大学薬学研究
所・薬学部) 
パネルディスカッション   
パネラー：上記 4 発表者 
司会：内川 義和 氏（九州保健福祉大学保健
科学研究所・保健科学部） 
 
 
 
2004 年 12 月 5 日(日) 
『聴こえに関する相談会・講演会』 
主催：九州保健福祉大学 QOL 研究機構 
後援：延岡市・延岡市教育委員会・延岡市社
会福祉協議会・大学おうえん協議会 
協賛：オーティコン、GN リサウンド、日本コ
クレア、日本バイオニクス、フォナック・ジ
ャパン、リオン、ワイデックス 
開催趣旨：言語聴覚機能の回復・支援を主題
にすえ、特に補聴器・人工内耳の最新技術の
紹介やこれら機器の有効活用方法を多くの方
に知って頂く事を目的とする。 
開催内容 
展示 
最新補聴器・人工内耳の展示と説明 
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相談会 
聴力検査体験・補聴器相談・人工内耳相談・
人工内耳者装用者の集い 
 
講演会 
1)「聴こえのしくみ、人工内耳のしくみ」 
河野 浩万 氏(宮崎大学医学部耳鼻咽喉科教室) 
2)「補聴器のしくみ」 
伊丹 永一郎 氏(ヒアリング ラボ) 
3)「補聴器・人工内耳のリハビリテーション」 
倉内 紀子 氏(九州保健福祉大学保健科学研
究所・保健科学部) 
 
写真 2:補聴器・人口内耳の展示にて 
 
2004 年 2 月 18 日(金) 
QOL 研究機構開設記念シンポジウム『QOL と
健康～ポジティブな生き方への提言～』 
日 時：平成 17 年 2月 18 日(金) 13:00～17:00 
開催場所：九州保健福祉大学 F 講義棟 
主 催：九州保健福祉大学 QOL 研究機構 
共 催：延岡市 
後 援：宮崎県、延岡市教育委員会、宮崎県
北部広域行政事務組合、九州中央地域連携推
進協議会、大学おうえん協議会 
開催趣旨 
 元気で活動的に生きていくために、病気と
「うまくつきあっていく」にはどうしたらい
いのか？ 
 加齢にともない、生活習慣病のリスクは高
くなる。特に高齢者では何らかの病気が発症
し、病気の症状を悪化させないようにコント
ロールすることがクオリティ・オブ・ライフ
(生活の質)を維持するためにも重要である。 
 一方、小中学校では不登校や引きこもりが
児童・学生の間で増えており、「メンタル・ヘ
ルス」に関して教育現場だけでなく、家族や
地域ごとの対策が必要となっている。青少年
期は人格の基礎が形成される大人になるため
の準備期間として、その過ごし方は青少年期
にとどまらず、人生全体の質を左右するほど
に重要な期間である。この期間に子供たちを
健全に育成させることは、超高齢社会におけ
るその後の長い人生を「健康」に過ごしてい
くための入り口ともなる。    
 本シンポジウムでは、予防医学の観点から
取組みを行なわれている、矢沢一良先生の御
講演をはじめ、保健医療・社会福祉・薬学と
いった各分野の専門家による討論を実施し、
QOL 向上の実践を議論していく。 
 
開催内容 
基調講演 
「体・脳・心の健康を維持する予防医学」 
矢澤 一良 氏(東京海洋大学) 
 
シンポジウム 
1)「職域保健の立場から」 
小山 一郎氏(旭化成延岡支社健康管理センタ
ー) 
2)「薬剤の適正使用と健康寿命」 
本屋 敏郎 氏(九州保健福祉大学薬学研究
所・薬学部) 
3)「子供の心の健康、健全育成について」 
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 猪俣 米美 氏(延岡市立土々呂中学校) 
 今村 光代 氏(延岡市立南方小学校) 
 4)地域保健の立場から 
 橘  久美 氏(延岡市健康管理課) 
  
 ディスカッション 
 コーディネーター 南嶋 洋一 氏(九州保健
福祉大学社会福祉学研究所・社会福祉学部)  
  
 総合司会 福本  安甫氏(九州保健福祉大学保
健科学研究所・保健科学部)  
  
 以上のように研究機構主催の複数の企画を
実施した。これらの企画については、地元の
各団体の協力を仰いでおり、特に延岡市とは、
計画段階から協議を行い、さまざまな企画を
立案している。平成 17 年度からは、さらに
各研究所の研究活動に即した研究会・研修会
等の開催も予定している。 
 
 
 
 
 
 
 今年度の事業としては、これら企画の他、
研究報告書(本書)の刊行、研究機構ホームペ
ージの開設を行なっている。ホームページに
ついては、以下の URL で活動状況を確認出来
る。 
 
 
 
 
 http://www.phoenix.ac.jp/qol/index.ht
ml  
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